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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　後方が開放されてカード挿入口を形成し、内部にカードを挿抜可能に収容し得る、略箱
状に形成されたカード用コネクタであって、
　カードの挿抜方向に沿って延びる一対の側壁部を有し、カードが収容されたときに該カ
ードと接触し得る端子を配列するハウジングと、
　該ハウジングの外面を覆う金属製のカバーと
を有するカード用コネクタにおいて、
　前記カバーには、少なくとも一方の側壁部を少なくとも前記カード挿入口側において前
記カード挿抜方向と略直交する方向において覆う舌片状部分がカード挿入口側に露出する
ように設けられており、該舌片状部分の先端は基板面まで延出させた自由端とされ、該自
由端は前記基板に対して垂直に半田固定可能となっており、
　前記カバーには、更に、前記少なくとも一方の側壁部を少なくとも前記カード挿入口付
近において前記カード挿抜方向に沿って覆う部分が設けられており、該部分の端部は前記
基板に対して半田固定可能であることを特徴とするカード用コネクタ。
【請求項２】
　前記保護部材は、前記カード挿抜方向に沿って、前記カバーの上面からカードの挿入側
に延長した部分を底面に向けて折り曲げるようにして舌片状に設けられている請求項１記
載のカード用コネクタ。
【請求項３】
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　前記保護部材は、前記カード挿抜方向に沿って、前記カバーの側面からカードの挿入側
に延長した部分を前記挿入口に向けて側方から折り曲げるようにして設けられている請求
項１記載のカード用コネクタ。
【請求項４】
　前記カードの一方の側面の中間付近に、前記カードの挿抜方向に沿って前記カードの挿
入側から前記カードの抜出側に向かって幅広となる傾斜面が形成されており、該傾斜面を
挟んで、前記カードの挿入側に幅狭部分が、前記カードの抜出側に幅広部分が、それぞれ
形成されており、
　前記カード用コネクタは更に、前記ハウジング内をカードの挿抜方向に沿ってスライド
可能に設けられるとともに、前記カード挿入口の近傍に位置付けられるように前記カード
の抜出側に常時付勢されたカード載置用のイジェクト部材を有しており、該イジェクト部
材には、前記カードの傾斜面に対応して、前記カードの挿入側から前記カードの抜出側に
向かって幅広となるように形成した傾斜面が形成されており、
　前記カードが適正に挿入されたときは、前記イジェクト部材の傾斜面と前記カードの傾
斜面が適合した状態で、前記カードはそのままの向きで前記ハウジング内に挿入され、
　前記カードが表裏逆に挿入されたときは、前記イジェクト部材の傾斜面が前記カードの
一方の側面の対向側の他方の側面と衝突し、前記カードを傾斜させて前記カードの誤挿入
を防止する請求項１乃至３のいずれかに記載のカード用コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カード用コネクタ、特に、カードの誤挿入から自身を保護するカード用コネ
クタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１０に、従来のカード用コネクタの一般構成を示す。このカード用コネクタ９は、特
開２００３－１０９６９４号に開示されているものと同じである。このカード用コネクタ
９には、複数の端子５が配列されたハウジング７と、カード挿入側１５を除くハウジング
７の上面と側面とを覆う金属製のカバー８が含まれる。
【０００３】
　この従来のコネクタ９に、カード（図示されていない）が正しくない向きで誤挿入され
た場合、例えば、カードの表裏を逆にして誤挿入された場合には、カードはコネクタ９の
側壁４ａ、４ｂに沿ってある程度挿入されるが、途中で挿入が阻止されることになる。そ
の挿入が阻止された状態から更に押し込まれると、コネクタのコンタクトやスライダを破
損してしまう危険があった。
【０００４】
　近年の市場の要求に従って、コネクタやカードが小型化すると、カード自体の区別が困
難になり、この危険性が一層高まる。特に小型のカードを携帯電話等のモバイル機器に挿
入する場合には機器側も表裏逆になることがあり、この危険性が高まる。
【０００５】
　また、カードを当初から傾けて誤挿入した場合、或いは、誤挿入して途中で止まったカ
ードにこじる力を加えた場合等には、ハウジング７の側壁４ａ、４ｂが破損してしまう危
険性があった。強度に関して、図１０に示した従来のコネクタ９では、カードの挿入方向
に沿ってカバー８の上面からカード挿入口１５側に延長した部分６を、端面５ａに沿って
上方から底面に向けて折り曲げることによって端面５ａの一部を金属製カバー８の一部で
覆うようにしているが、この延長部分６は、カードの誤挿入でハウジング７の側壁４ａ、
４ｂの後端部（５ａ、５ｂ）を破損させるような力が加わることは考慮しておらず、ハウ
ジング７にカバー８を取り付けることのみを意図するものである。
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－１０９６９４号
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　このように、従来のカード用コネクタでは、カード誤挿入に対して適切な対応がなされ
ていなかった。本発明はこのような従来技術における問題点を解決するためになされたも
のであり、カードの誤挿入の防止、更には、カードとコネクタの側壁が干渉してコネクタ
が破壊されてしまう危険が少なくなるように、カード誤挿入に対する耐力を高めたコネク
タを提供することを主な目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、後方が開放されてカード挿入口を形成し、内部にカードを挿抜可能に収容し
得る、略箱状に形成されたカード用コネクタであって、カードの挿抜方向に沿って延びる
一対の側壁部を有し、カードが収容されたときに該カードと接触し得る端子を配列するハ
ウジングと、該ハウジングの外面を覆う金属製のカバーとを有するカード用コネクタにお
いて、前記カバーには、少なくとも一方の側壁部を少なくとも前記カード挿入口側におい
て前記カード挿抜方向と略直交する方向において覆う舌片状部分がカード挿入口側に露出
するように設けられており、該舌片状部分の先端は基板面まで延出させた自由端とされ、
該自由端は前記基板に対して垂直に半田固定可能となっており、前記カバーには、更に、
前記少なくとも一方の側壁部を少なくとも前記カード挿入口付近において前記カード挿抜
方向に沿って覆う部分が設けられており、該部分の端部は前記基板に対して半田固定可能
であることを特徴としている。
【０００９】
　上記カード用コネクタにおいて、前記保護部材は、前記カード挿抜方向に沿って、前記
カバーの上面からカードの挿入側に延長した部分を底面に向けて折り曲げるようにして舌
片状に設けられていてもよい。
【００１０】
　また、上記カード用コネクタにおいて、前記保護部材は、前記カード挿抜方向に沿って
、前記カバーの側面からカードの挿入側に延長した部分を前記挿入口に向けて側方から折
り曲げるようにして設けられていてもよい。
【００１２】
　また、上記カード用コネクタに用いるカードにおいて、前記カードの一方の側面の中間
付近に、前記カードの挿抜方向に沿って前記カードの挿入側から前記カードの抜出側に向
かって幅広となる傾斜面を形成し、該傾斜面を挟んで、前記カードの挿入側に幅狭部分を
、前記カードの抜出側に幅広部分を、それぞれ形成し、上記コネクタにおいて、前記カー
ド用コネクタは更に、前記ハウジング内をカードの挿抜方向に沿ってスライド可能に設け
られるとともに、前記カード挿入口の近傍に位置付けられるように前記カードの抜出側に
常時付勢されたカード載置用のイジェクト部材を有しており、該イジェクト部材には、前
記カードの傾斜面に対応して、前記カードの挿入側から前記カードの抜出側に向かって幅
広となるように形成した傾斜面が形成されており；前記カードが適正に挿入されたときは
、前記イジェクト部材の傾斜面と前記カードの傾斜面が適合した状態で、前記カードはそ
のままの向きで前記ハウジング内に挿入され；前記カードが表裏逆に挿入されたときは、
前記イジェクト部材の傾斜面が前記カードの一方の側面の対向側の他方の側面と衝突し、
前記カードを傾斜させて前記カードの誤挿入を防止するものであってもよい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　図１乃至図４に、本発明の好ましい一実施形態によるカード用コネクタ１の一例を示す
。このカード用コネクタ１は、自身に設けたイジェクト機構を利用してカード３をコネク
タ１に押圧することでカードを自由に挿抜することができる、いわゆるプッシュ・プッシ
ュ型のコネクタである。
【００１４】
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　図１は、コネクタ１の斜視図、図２は、コネクタ１のカバー３０を図１とは向きを変え
て示した斜視図、図３は、コネクタ１からカバー３０を取り除いた状態を示す斜視図、図
４は、カード挿入時におけるコネクタ１の内部状態を示す上面図である。
【００１５】
　本コネクタ１で使用するカード３は、例えば、ｍｉｎｉＳＤ、ｍｉｃｒｏＳＤ等の小型
のものである。カード３の大きさに合せてコネクタ１も小型に設計されている。このよう
なコネクタ１のハウジング１０に使用されるモールドは非常に薄肉のものであり、この結
果、ハウジング１０の強度が問題となり易い。
【００１６】
　例えば、カード３の表裏面を逆にしてコネクタ１に挿入した場合、図５に示すように、
カード３の側面８８がスプリング当接部５８やカード当接部５９の斜面に案内されること
でカード３は斜めに傾いた状態でコネクタ１に挿入され、この結果、カード３の側面８８
、８９がカード挿入口付近でコネクタ１のハウジング１０と衝突する。このように、カー
ドの表裏面を逆にして挿入しようとした場合であっても、カード３の両側面８７、８８は
ハウジング１０の途中までしか挿入されることはなく、したがって、誤挿入は防止される
。この際、傾いたカード３の側面８７、８８によってハウジング１０の挿入口付近を破損
させてしまう危険性がある。本発明では、このような場合にも、カード３によって側壁部
１２ａが破損することがないように、カバー３０の一部によって側壁部１２ａを保護する
。更に、本発明のコネクタ１は、このようなカードの誤挿入自体を防止する。以下、本コ
ネクタ１の構成を詳細に説明する。
【００１７】
　本コネクタ１は、主に、樹脂等の絶縁材で製造されたハウジング１０と、このハウジン
グ１０に収容される端子２０、イジェクター５０、ピン６０、スプリング６８、更に、金
属製のカバー３０から成る。所要部品をハウジング１０に組み込んだ後、ハウジング１０
の少なくとも上面及び両側面を覆うように、カバー３０をハウジング１０の上部から取り
付けることにより、後方のカード挿入側のみを実質的に開放状態とした略箱状のコネクタ
１が形成される。尚、ハウジング１０とカバー３０は、例えば、ハウジング１０の穴１６
にカバー３０の側壁に設けた圧入部４４を圧入すること、或いは、カバー３０の側部に設
けた係合穴３１にハウジング１０の側壁に設けた係合突起１１を係合させること等により
固定することができる。
【００１８】
　ハウジング１０の前面に端子２０を配列させる端子固定穴２７が複数並列に設けられて
いる。端子２０は、カードの挿入方向（挿抜方向）に沿って略平行に延びる一対の側壁部
１２ａ、１２ｂ間に位置するようにハウジング１０の前側から組み込まれ、それらの各端
部において端子固定穴２７に圧入固定される。この結果、端子２０は、側壁部１２ａ、１
２ｂに対して互いに略平行に配列される。側壁部１２ａ、１２ｂに沿ってカードがコネク
タ１の内部に案内されたとき、端子２０は、それらの先端部付近に形成された湾曲した端
子接点２２において、カード３の底面側に設けた対応する端子部（図示されていない）と
それぞれ接触し得る。端子接点２２は、これらの接触状態に応答して、端子溝２４を通じ
て所定量だけ下方に弾性変位され得る。尚、ハウジング１０の側壁部１２ａ、１２ｂは、
ハウジング本体と一体でなくともよく、また、絶縁材に限定されずに薄い金属板を用いて
もよい。
【００１９】
　ハウジング１０の後方内部に金属製のイジェクター５０が設けてある。イジェクター５
０はカード挿入口の近傍に位置付けられるよう、スプリング６８の働きによってカード３
の抜出側に常時付勢されており、カード３を上部に載せた状態で、カードの挿抜方向に沿
ってハウジング１０内をスライド移動し得る。イジェクター５０は、例えば、図４の（ａ
）に示す位置（挿入前位置）と図４の（ｂ）に示す位置（ロック位置）の間で循環する。
図４の（ａ）は、カード３をイジェクター５０に単に載せた状態、或いは、カード３をハ
ウジング１０から抜き出す直前の状態を示し、このときカード３と端子２０の接触は解除
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された状態にある。一方、図４の（ｂ）は、カード３をハウジング１０内に力を加えて押
し込んだ後に抜力して若干戻り、所定位置にロックした状態を示し、このときカード３と
端子２０は接触された状態にある。尚、カード３を誤挿入した際に、それが傾斜されなか
った場合は、カード側面８７、８８が側壁部１２ａ、１２ｂに沿ってハウジング１０の内
部に案内され、カード３は図４の（ｂ）に示すような位置まで挿入されることになる。
【００２０】
　イジェクター５０は、主に、プレート部９０と、プレート部９０の幅方向における両側
側面からハウジング１０の底面２１に対して垂立する一対の側壁５１、９２から成る。側
壁９２は、カード当接部５９と、更に、このカード当接部５９からカードの挿抜方向に伸
びる前方延出面９４と後方延出面（板壁部）９５から成る。
【００２１】
　コネクタ１へカード３を適正に挿入したとき、カード３はイジェクター５０のプレート
部９０上を摺動し、カード３はその略中央付近でイジェクター５０に位置決めされ且つ係
合される。位置決めを行うため、カード３の一方の側面８７の中間付近に、カード３の挿
抜方向に沿って前側（挿入側）から後方（抜出側）に向かって幅広となる傾斜面８９が形
成されており、これに対応して、イジェクター５０のカード当接部５９にも傾斜面が設け
てある。傾斜面８９を設けたことにより、カード３は、傾斜面８９を挟んで、カードの前
側（挿入側）に幅狭部分を、カードの後側（抜出側）に幅広部分を、それぞれ有する。ま
た、カード３の傾斜面８９よりも更にカード挿入側に近い側には、幅方向において内側に
引っ込んだ凹部２６が形成されており、これに対応して、イジェクター５０には、この凹
部２６に係合されるロックばね５６が設けられている。ロックばね５６は、例えば、カー
ドの挿抜方向沿いのカードの抜出側で、イジェクター５０の幅方向における一方の側のプ
レート部９０を垂立させ、その頂部を折り曲げることによって、後方から前方に向かって
（カードの抜出側からカードの挿入側に向かって）、急勾配を有する略垂直三角形状に形
成されており、イジェクター５０の底面の下方に引っ込み可能な状態でハウジングの内部
に弾性突出している。
【００２２】
　図４に示すように、カード３を正しい向きで挿入した場合、カード３には傾斜面８９を
設けることによって生じた幅狭としたスペース部分が前方側面に存在することから、当初
はカード３とイジェクター５０のロックばね５６の衝突は防止され、カード３は、カード
当接部５９によって規制されることなく、適正な向きのまま、スムーズにコネクタ１に挿
入される。カード３が更に挿入されると、カード３のカード当接部５９とロックばね５６
が衝突するが、カード３の両側面８７、８８は既に一対の側壁部１２ａ、１２ｂに案内さ
れているので、カード３が傾くことはない。その後、カード３は、ロックばね５６を下方
に（カードの挿抜方向とカードの幅方向の双方に直交する方向に）弾性変位させつつ挿入
される。ロックばね５６がカード３の凹部２６に達したとき、カード３の傾斜面８９とイ
ジェクター５０のカード当接部５９の傾斜面が当接し、また、ロックばね５６は弾性力に
よって弾性変位前の位置に戻って凹部２６にパチンと嵌まってそこに係合する。このとき
、側壁５１の弾性によってカード３の傾斜面８９とカード当接部５９は完全に適合された
状態にあり、カード３はイジェクター５０のプレート部９０上に軽く係止されるとともに
位置決めされる。ロックばね５６によるこのカード３の係止は、カード３をコネクタ１の
後方側へ所定の力で引き離すように引っ張ることによって簡単に解除できる。ロックばね
５６の変位がよりスムーズに行われるように、ロックばね５６の横側にイジェクター５０
のスライド方向に沿ってプレート部９０に補助用の切欠５４を設け、ロックばね５６がプ
レート部９０の周辺部分を含めて変位されるようにしてもよい。
【００２３】
　イジェクター５０の側面前方に、イジェクター５０の幅方向における一方の側に突出さ
せた状態で、ピン固定穴４８を設けている。ピン６０は、このピン固定穴４８に、そのイ
ジェクター固定部６２を引っ掛けた状態で軽く係止される。ピン６０はイジェクター５０
に係止されているから、イジェクター５０に連動してハウジング１０内を前後に移動し、
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この結果、ピン６０の先端部を直交方向に延ばして設けたハートカム係止部６１は、カー
ドの挿抜方向沿いに形成されたハートカム機構６４のカム溝６６の上を摺動する。カム溝
６６は、中央のハート型島部６７の周囲にハート上に形成されている。ハートカム機構自
体の構造は、従来一般に使用されているものと同じであるからここでは詳説しない。
【００２４】
　カバー３０は、一枚の薄い金属板を、打ち抜き、折り曲げ等することによって形成され
る。カード３をイジェクトする際、カード３がコネクタ１から飛び出すことを防止するた
め、カバー３０の上面に２つの押さえばね４０が設けてある。
【００２５】
　更に、カム溝６６の上を摺動するピン６０の浮き上がりを防止してピン６０をカム溝の
上に保持し、その動作をコントロールするため、カバー３０の上面に第１押さえばね３２
と第２押さえばね３４も設けてある。
【００２６】
　カードの誤挿入時に、傾いたカード３の側面８８が側壁部１２ａと衝突して側壁部１２
ａが破損することを防ぐため、カード３の挿入方向に沿って（側壁部１２ａに沿って）カ
バー３０の上面４２からカードの挿入側に延長した部分をカードの挿入方向に対面する側
壁部１２ａの端面１３ａ沿いに上方から折り曲げるようにして、端面１３ａの少なくとも
一部を覆う舌片状の第１保護部材７０が形成されている。この第１保護部材７０を設ける
ことにより、カードが斜めに傾いた状態で挿入された場合でも、ハウジング１０ではなく
、金属でできた固い第１保護部材７０がカードの側壁８８と衝突することになるため、ハ
ウジング１０の破損を効果的に防止できる。この場合、第１保護部材７０は、カード３か
らの力を実質的に板厚方向（図１の図示矢印「イ」方向）で受けることになるため、言い
換えれば、カバー３０に対する第１保護部材７０の曲げ方向に対して垂直方向で受けるこ
とになるため、厚み方向で、換言すれば、金属板の板面が変形する方向で力を受ける場合
よりも、より大きな耐力を発揮し得る。尚、カード３の側壁８８が、ハウジング１０では
なく第１保護部材７０と衝突することを確実にするため、第１保護部材７０のカード挿入
側における側部７２は、少なくとも側壁部１２ａの端面１３ａにおいて、側壁部１２ａの
端面１３ａ（内壁１４ａ）と同程度にまでカード挿入口側に露出した状態で、好ましくは
、これよりもカード挿入口側に突出した状態で設けてもよい。突出の場合、側壁部１２ａ
の後端に斜面や段部（図示していない）を形成して内壁１４ａをへこませて相対的に第１
保護部材７０を突出させてもよい。また、第１保護部材７０の露出したエッジ部でカード
３の側面８８の力を受けるならば、カードが滑って挿入されることを防止する機能も発揮
し得る。
【００２７】
　同様の目的で、挿入方向に沿って（側壁部１２ａに沿って）カバー３０の側面４３から
カードの挿入側に延長した部分をカードの挿入方向に対面する側壁部１２ｂの端面１３ｂ
沿いに側方から折り曲げるようにして、端面１３ｂの少なくとも一部を覆う第２保護部材
７１が形成されている。この第２保護部材７１を設けることにより、カードが斜めに傾い
た状態で挿入された場合でも、ハウジング１０ではなく、金属でできた固い第２保護部材
７１がカード３の側壁８７と衝突することになるため、ハウジング１０の破損を効果的に
防止できる。カードの側壁８７が、第２保護部材７１と衝突することを確実にするため、
第２保護部材７１のカード挿入側における側部７３は、少なくとも側壁部１２ｂの端面１
３ｂにおいて、側壁部１２ｂの端面１３ｂ（の内壁１４ｂ）と同程度にまでカード挿入口
側に露出した状態で、好ましくは、これよりもカード挿入口側に突出した状態で設けても
よい。尚、２保護部材７１は第１保護部材部７０のように、カード３からの力を厚み方向
で受けるものでないが、図５から容易に類推できるように、カードが誤挿入されて傾いた
場合には、第２保護部材７１（点線で簡略化して示している）付近においては、カード３
の、特に傾斜面８９からの力を、折曲方向（図示矢印「ロ」方向）で受けることになるた
め、言い換えれば、単に第２保護部材７１の折曲を強化するような力を受けるだけである
ため、このような構成であっても、カード３からの力に対して十分な耐力を発揮し得る。
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【００２８】
　図６、図７に、第１保護部材７０と第２保護部材７１の変形例をそれぞれ示す。上の実
施例では、第１保護部材７０や第２保護部材７１は、基板側に単に折り曲げた状態とされ
ており、それらの先端は自由端として形成されていた。図６、図７に示す変形例では、そ
れらの一部を他の部材に対して固定或いは係合可能とすることで強度を高めて、板厚方向
におけるたわみに対する強度を向上させるため、固定手段７４、７５を設けている。即ち
、図６、図７の第１保護部材７０Ａや第２保護部材７１Ａでは、それらの自由端の一部７
４、７５を基板面まで延出させて、カバー３０の側面半田付部３５、３６とともに基板３
７に半田固定できるようにした。これにより、例えば、カード３の表裏面を逆にして挿入
したときの変形、破損を防止し、そのような場合における強度を向上させることができる
。尚、第１保護部材７０Ａにおける固定手段７４において、カード挿入側の先端側の一部
７７を切り欠くこととしたのは、固定部７４を基板３７に半田付けしたときに、イジェク
ター５０のスライド運動を妨げるような位置にまで半田が達してしまうことを防止するた
めである。また、特に第１保護部材７０Ａにおいては、例えば、カード挿入口とは反対側
の第１保護部材７０Ａの側部エッジ８４と、カードの挿入方向に延びるカバー３０の一部
、例えば、カード挿入側３８のカバー３０の側部内壁との間の隙間７６を少なくすること
或いはなくすことにより、第１保護部材７０Ａがカバー３０側に変形された場合であって
も、第１保護部材７０Ａの側部エッジ８４とカバー３０の先端側３８の内壁との接触を通
じて第１保護部材７０Ａにおける固定力を補強し、そのような力にも耐え得るようにして
ある。
【００２９】
　第１保護部材の他の変形例を図８、図９に示す。これらの図は、第１保護部材の周辺部
分のみを図６と同じ向きで簡略化した形で示したものである。カードは図示矢印「二」方
向から挿入されるものと考えてよい。図８の変形例における第１保護部材７０Ｂでは、第
２保護部材７１、７１Ａと同様に、挿入方向に沿って（側壁部に沿って）カバー３０の側
面４３からカードの挿入側に延長する部分が設け、これをカードの挿入方向に対面する側
壁部の端面沿いに側方から折り曲げるようにして、ハウジングの少なくとも一部を覆う折
曲部７８が形成されており、更に、この折曲部７８の上方に延びるように挿入方向に沿っ
て（側壁部に沿って）カバー３０の上面４２からカードの挿入側に延長した延長部７９が
設けられ、折曲部７８の上方に一部突出させた係合突起８０をこれに対応して延長部７９
に開けた係合穴８１に係合させることによって折曲部７８の強度を補強したものである。
【００３０】
　また、図９の変形例における第１保護部材７０Ｃは、第２保護部材７１、７１Ａと同様
に、挿入方向に沿って（側壁部に沿って）カバー３０の側面４３からカードの挿入側に延
長する部分を設け、これをカードの挿入方向に対面する側壁部の端面沿いに側方から折り
曲げるようにして、ハウジングの少なくとも一部を覆う折曲部８２が形成されており、更
に、この折曲部８２の強度を補強するため、カバー３０の側面半田付部３５とともに基板
３７に半田固定できるように、折曲部８２の一部７４Ｃを基板面まで延出させて形成した
固定部７４Ｃを有する。固定部７４Ｃは、半田付け等を利用して基板に完全に固定され得
る。これら変形例の様に側面から保護部材が延びていたとしても、カバー３０との延出部
の他にも固定部や係合部を設けて強度を補強することで、傾いたカードの押圧力を大きく
受ける部材に適用できる。
【００３１】
　尚、図５に示すように、カード３を表裏逆にして挿入しようとした場合には、カード３
にはスペース部分が存在しないことから、挿入の当初より、カード３の先端がイジェクタ
ー５０のロックばね５６と衝突することとなり、更にその後、カード３のスペース部分が
存在しない側の側面８８が、スプリング６８と係合するスプリング当接部５８や傾斜した
カード当接部５９に衝突し、結果として、カード３は斜めに傾斜させられる。このとき、
第１保護部材７０は、その側部７２において、カード３の側面８８と衝突し、一方、第２
保護部材７１は、その側部７３において、カード３の側面８７、特に、傾斜面８９の部分
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と衝突することになり、操作者はカード誤挿入の当初の段階で誤挿入に気付くことができ
、この結果、カードの誤挿入は防止されることになる。このように、カードの表裏面を逆
にして挿入しようとした場合には、特に、第２保護部材７１の側においては、その側部７
２付近とカードの傾斜面８９とが当接し、この当接部を中心にカード３に回転方向の力が
働くことになるため、第１保護部材７０に比べて強度が比較的弱い第２保護部材７１の側
においては、カード３からの衝撃が和らげられ、一方、第２保護部材７１に比べて強度が
比較的強い第１保護部材７０側においては、カード３の直線状の側面８８を衝突させるよ
うにして、コネクタの破損を有効に防止することができる。つまり、保護部材は少なくと
も傾斜手段の設けられた側の側壁１２ａを保護することで破損を有効に防止することがで
きる。また、本発明のコネクタ１は、カード表裏後挿入時のカード傾斜機能を有しており
、これが誤挿入防止機能を発揮する。
【００３２】
　尚、上の実施形態では、第１保護部材７０と第２保護部材７１の二種類を設けることと
しているが、例えば、第１保護部材７０のみを設けるようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３３】
　本発明は、カード用コネクタに幅広く適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】コネクタの斜視図である。
【図２】コネクタのカバーを示す斜視図である。
【図３】コネクタからカバーを取り除いた状態を示す斜視図である。
【図４】カード挿入時におけるコネクタの内部状態を示す上面図である。
【図５】カードが誤挿入された状態を示す図である。
【図６】第１保護部材の変形例を示す図である。
【図７】第２保護部材の変形例を示す図である。
【図８】第１保護部材の他の変形例を示す図である。
【図９】第１保護部材の他の変形例を示す図である。
【図１０】従来のカード用コネクタの一般的な構成を示す図である。
【符号の説明】
【００３５】
１　カード用コネクタ
３　　カード
１０　絶縁ハウジング
１２　側壁部
１３　端面
１４　内壁
２０　端子
３０　カバー
３２　第１押さえばね
３４　第２押さえばね
３５　側面半田付部
３６　側面半田付部
３７　基板
４２　上面
４３　側面
５０　イジェクター
５６　ロックばね
５８　スプリング当接部
５９　カード当接部
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６８　スプリング
７０　第１保護部材
７１　第２保護部材
７２　側部
７３　側部
７４　固定部
７５　固定部
７６　隙間
７７　切欠
７８　折曲部　　
７９　延長部
８０　係合突起
８１　係合穴
８２　折曲部
８３　端部　
８４　側部エッジ
８７　側面
８８　側面
８９　傾斜面

【図１】

【図２】

【図３】
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【図８】

【図９】

【図１０】
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